


学術研究推進におけるデータマネージメントとデータ利活用

研究データのFAIR化・高品質データ基盤と「AI for Science」の融合により、発見とイノベーションを加速

AI for Science の推進

研究DXの加速： AI・マテリアルズインフォマティクス等
による実験・分析の高速自動化。

科学特化AIモデル： 論文・実験データ学習済みの
科学AIモデルの構築。研究チャットボット

仮説検証の効率化： 膨大な文献や研究データから
の未知の法則・化合物自動スクリーニング。

RDM基盤 & FAIR原則

研究データ基盤（NII RDM）： 大学・公的研究
機関の実験データ管理とメタデータ一元化。

FAIR原則の標準適用：（F）検索可能・（A）ア
クセス可能・（I）相互運用可能・（R）再利用可能
な共有体制。

オープンサイエンス： 公的資金による研究成果データ
の原則公開とオープン化推進。

産学官連携 & 安全保障

領域横断データ連携： ライフサイエンス・物質・宇宙
等の分野を超えたデータシェアリング。

産業活用・社会実装： 企業のR&D活用を促す安
全なデータスペース構築（JSTプラットフォーム等）。

研究インテグリティ： 機密データ保護と国際的な信
頼あるオープンデータ共有の両立。
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